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開催要領

デンマークの街並み（令和4年度海外研修にて撮影）

海外の事例から学ぶ都市政策
～デンマークを中心に～

　人口が減少する中、その街に住む人が愛着心を持ち、外の人からも関心を持ってもらうには、魅力的
な都市づくりが必要です。海外では、それぞれの歴史・文化の保存、自然の再生等により、その地域の風
格とアイデンティティを高めていくことで、存在感のあるまちとなっている事例が多く見られます。この
研修では、デンマークを中心とした海外事例からまちづくりに対する考え方や方策を参考にし、公共空
間の活用や住民とまちとの関わり方なども含め、新たな切り口から中長期的な視点で考えます。

日　　程 令和5年5月29日（月）～5月31日（水）（3日間）
場　　所 全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

対　　象 まちづくり、都市計画、コミュニティ振興等の業務に携わる職員
3日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

募集人数 30人 募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予めご了承ください。
なお、受講者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。

宿　　泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。

経　　費 10,200円 左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食2回、夕食2回）、資料等にかかる費用です。
なお、事前準備・事前学習及び最終日の昼食にかかる費用は含まれておりません。

申込期限 令和５年４月14日（金）まで

申込方法 JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申し込みください。

「Web申込み」が不可能な場合は、受講申込書によりFAXでも受け付けています。
※受講申込書はJIAMホームページの書類様式集（https：//www.jiam.jp/doc/）に掲載しております。

受講決定 受講の可否については、開講日の約1か月前を目途に通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

事前課題 研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定です。詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。

令和５年度



● 研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。
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11：00～ 入寮受付・昼食
12：30～ 開講・オリエンテーション
13：00～15：35 講義  魅力ある都市空間のデザイン

福岡大学工学部　教授　柴田 久 氏
魅力ある都市空間のデザインについて、その特徴とまちづくりの基本的な考え方
を、国外の事例や、国内で柴田氏が手掛けた公共空間の再生などの事例を交え
てご講義いただきます。

15：50～17：20 事例紹介  �デンマークのまちづくりとエネルギー政策〈オンライン〉
デンマーク在住ジャーナリスト　aTree　代表　ニールセン 北村 朋子 氏

デンマークのまちづくりや文化的背景についての概要をお話しいただくととも
に、環境に配慮した都市として世界をリードするデンマークのエネルギー政策に
ついてご講義いただきます。

18：00～ 交流会
夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

令和５年

5月
30日（火）

9：00～10：35 講義  対話の生まれる居場所をつくる「プレイスメイキング」
株式会社ヒンメル・コンサルティング　斉田 英子 氏

単なる「SPACE（スペース）」ではなく人々の居場所である「PLACE（プレイス）」を
いかに作っていくか、そのプロセスやデザインについてご講義いただきます。

10：50～12：00 事例紹介  低未利用地の活用と創造的パブリックスペースの創出
福井大学工学系部門　准教授　原田 陽子 氏

デンマークにおけるパブリックスペースの事例を紹介しつつ、福井市中心市街地
の駐車場活用広場「新栄テラス」の実現プロセスとその後の展開を踏まえて、低
未利用地の活用と創造的パブリックスペースの創出の可能性について考えます。

13：00～14：10 講義  海外の事例から学ぶ都市政策
龍谷大学政策学部　教授　服部 圭郎 氏

パブリックスペースの活用、オーセンティシティの創出など、新たな切り口から、
都市の風格とアイデンティティはどのように作っていくのか、海外事例をもとにま
ちづくりのあり方について考えます。

14：25～17：00 演習  海外の事例から学ぶ都市政策（個人ワーク・グループ討議）
龍谷大学政策学部　教授　服部 圭郎 氏

ここまでの講義や事例紹介をふまえ、各自治体の都市政策にどのように活かすこ
とができるか、個人ワークやグループ討議を行います。

令和５年

5月
31日（水）

9：25～12：00 演習  海外の事例から学ぶ都市政策（グループ討議・発表・講評）
龍谷大学政策学部　教授　服部 圭郎 氏

グループごとに考察した内容や討議の成果を発表します。その後、講師より講評
等をいただき、まちづくりについてさらに考えを深めます。

12：00～12：30 ふりかえり、研修アンケート記入、閉講

龍谷大学政策学部　教授　服部 圭郎 氏
東京大学工学部卒業、カリフォルニア大学環境デザイン学部で修士号取得。民間シンクタンク勤務、明治学院大学経済学部教
授を経て、現職。 専門は都市計画、地域研究、コミュニティ・デザイン、フィールドスタディ。 主な著書に『若者のためのまちづく
り』『人間都市クリチバ』『衰退を克服したアメリカ中小都市のまちづくり』『ドイツ・縮小時代の都市デザイン』など。技術士（都
市・地方計画）、博士（総合政策学）。平成30年度海外研修「人口減少時代における自治体政策～働き方・福祉を中心に～（国内
＋海外）」（オランダ・ドイツ）、令和元年度海外研修「持続可能なまちづくり（国内＋海外）」（ドイツ・スイス）、令和4年度海外研修

「持続可能なまちづくり（国内＋海外）」（ドイツ・デンマーク）指導講師。


